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行う傾向がみられた．   













 第 5 章では，第 2-4 章でとりあげた実証研究から得た新たな知見を整理した．そ
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 第 5 章では，第 2-4 章で得られた実証的知見を整理し，幼児期の資源分配行動に
関する発達モデルを認知機能との関連において提示した．このモデルは，従来には
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